
東川改修事業の効果について
東川沿川では、平成元年以来、４度にわたる大きな浸水被害にみまわれていま

す。 特に市街地中心部の開明橋付近は、毎年のように洪水被害が発生しており、

最近では、平成４年７月１５日の集中豪雨による洪水で広範囲に浸水しました。

しかし、市街化が進むなか、良好な桜

並木の景観と宅地が混在していることに
より、河道拡幅等による河川改修が大変
難しい状況でした。
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地下河川による東川の改修

現在、第１期工事（Ｌ＝１．２km）の整備を進めており、

平成１６年度、出水期には、シールド内による１５，００
０m3の貯留機能を先行して発揮することにより、流域の

治水安全度の向上を図るものです。
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